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編
集
後
記

﹁
言
語
文
化
﹂
第
36
号
を
お
届
け
す
る
。
今

号
は
特
集
が
二
本
立
て
と
い
う
充
実
し
た
号
と

な
っ
た
。
特
集
﹁
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
﹂
お
よ
び
﹁
ド
イ
ツ
美
術
と
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
﹂
に
つ
い
て
は
、
貞
廣
真
紀
氏

︵
英
文
学
科
准
教
授
︶
の
及
び
大
原
ま
ゆ
み
氏

︵
芸
術
学
科
教
授
︶
の
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
二
〇
一
八
年
度
の
本
研
究
所
の
そ
の

他
の
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た

い
。 

四
月
二
十
六
日
に
は
マ
イ
ケ
ル
・
プ
ロ

ン
コ
氏
︵
英
文
学
科
教
授
︶
に
よ
る
企
画
で
現

代
日
本
の
最
も
刺
激
的
な
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
一
人
で
あ
る
市
原
ひ
か
る
氏
の
ト
リ
オ

に
よ
る
﹁Jazz Perform

ance Live!

﹂
を
ア
ー

ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。
五
月
二
十
五
日
に

は
言
語
文
化
研
究
所
と
日
本
映
像
学
会
の
映
像

教
員
研
究
会
と
の
共
催
で
、
斉
藤
綾
子
氏
︵
芸

術
学
科
教
授
︶
の
企
画
に
よ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ゴ
ー
チ
エ
氏
︵
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
︶
の
講
演
会

を
開
催
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
物
語
論
と
メ
デ

ィ
ア
論
を
交
差
さ
せ
た
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ

っ
た
。
六
月
十
三
日
に
は
言
語
文
化
研
究
所

と
芸
術
学
科
の
共
催
で
、
望
月
京
氏
︵
芸
術
学

科
教
授
︶
の
企
画
に
よ
る
﹁
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
再

び
?!

デ
ィ
オ
テ
ィ
マ
弦
楽
四
重
奏
団
ト
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。
今
や
フ
ラ
ン

ス
を
代
表
す
る
弦
楽
四
重
奏
団
と
し
て
世
界
で

活
躍
す
る
デ
ィ
オ
テ
ィ
マ
弦
楽
四
重
奏
団
の
二

年
ぶ
り
の
来
日
に
合
わ
せ
、
今
回
の
日
本
ツ
ア

ー
で
は
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

唯
一
の
弦
楽
四
重
奏
曲
等
が
演
奏
さ
れ
た
。
七

月
二
十
八
日
に
は
芸
術
学
科
音
楽
系
列
の
企
画

と
し
て
言
語
文
化
研
究
所
、
芸
術
学
科
、
近
衞

音
楽
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
﹁
生
誕
120
年
記
念

近
衞
秀
麿
展
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
一

般
に
は
あ
ま
り
公
開
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
一
次

資
料
を
展
示
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
近

衞
の
音
楽
活
動
の
歴
史
的
な
意
味
や
影
響
に
つ

い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
評
価
・
検
討
が
行

わ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
開
催
に
あ
た

っ
て
は
多
方
面
の
機
関
か
ら
ご
尽
力
を
賜
っ

た
。
十
一
月
十
日
に
は
﹁
川
島
雄
三
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
﹂
が
言
語
文
化
研
究
所
と
芸
術
学
科
の
共

催
で
行
わ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年
で

生
誕
一
〇
〇
年
と
な
る
川
島
雄
三
の
書
籍
が
水

声
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
の
を
記
念
し
て
斉
藤
綾

子
氏
︵
芸
術
学
科
教
授
︶
に
よ
り
企
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
十
二
月
八
日
に
は
大
原
ま
ゆ
み

氏
︵
芸
術
学
科
教
授
︶
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
ド
イ
ツ
美
術
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
﹂
が
言
語
文
化
研
究
所
、
芸
術
学
科
、

お
よ
び
ド
イ
ツ
語
圏
美
術
史
研
究
連
絡
網
共
催

で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
本
号
の
特
集
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
三
月
二
十
一

日
に
は
﹁
第
二
回
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
﹂
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
度
同
様
、
貞

廣
真
紀
氏
︵
英
文
学
科
准
教
授
︶
に
よ
り
企
画

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
今
回
は
映
像
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
絞
っ
た
内
容
で
行
わ
れ
た
。
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ま
た
本
年
度
は
新
た
な
読
書
会
の
試
み
と
し

て
、
秋
か
ら
品
川
大
輔
氏
︵
東
京
外
国
語
大
学

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
准
教
授
︶
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
週
一
回
の
﹁
ス
ワ
ヒ
リ
語
講

座
﹂
全
十
三
回
を
開
催
し
た
。
本
学
か
ら
教
員

や
大
学
院
生
が
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
社
会

人
の
方
や
他
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
最
後
に

は
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
来
日
中
で
あ
っ
た
ス
ワ
ヒ

リ
語
話
者
研
究
者
に
も
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
参

加
い
た
だ
き
盛
況
な
会
と
な
っ
た
。
本
読
書
会

は
四
月
以
降
も
継
続
す
る
の
で
是
非
と
も
新
た

な
参
加
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

さ
て
、
来
年
度
に
向
け
て
既
に
様
々
な
企
画

が
進
行
中
で
あ
る
が
、
中
で
も
明
治
学
院
大
学

が
港
区
と
共
催
し
て
行
っ
て
い
る
﹁
み
な
と
区

民
大
学
講
座
﹂
は
言
語
文
化
研
究
所
の
企
画
で

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
予
定
で
あ
る
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
今
年
度
も
無
事
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
﹁
言
語
文
化
﹂
の
発
行
が
で
き
た
の
は
、

何
よ
り
も
言
語
文
化
研
究
所
事
務
担
当
の
伊
東

絢
さ
ん
の
尽
力
の
お
陰
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
謝

し
た
い
。 

︵
平
岩　

健
︶

＊

　

特
集﹁
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂

は
、
言
語
文
化
研
究
所
主
催
で
二
〇
一
八
年
三

月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
基

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

個
別
の
作
品
の
翻
案
を
扱
う
だ
け
で
な
く
、
翻

案
に
付
随
す
る
問
題
や
倫
理
等
の
理
論
的
考
察

を
行
う
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
て
、
よ
り
包
括
的

な﹁
翻
訳
研
究
﹂を
基
軸
に
据
え
た
企
画
で
あ
っ

た
。
本
号
の
特
集
も
同
じ
趣
旨
で
組
ま
れ
て
い

る
。
掲
載
論
文
の
中
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

口
頭
発
表
の
内
容
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も

の
も
あ
る
が
︵
辻
河
、
日
下
、
本
多
︶、
別
の

論
文
に
発
展
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
特
集

の
寄
稿
者
に
は
登
壇
者
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の

他
の
多
く
の
方
々
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

執
筆
者
の
皆
さ
ま
に
は
特
集
に
ご
助
力
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
改
め
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　

本
特
集
の
射
程
は
広
い
。
文
学
翻
訳
に
始
ま

り
、
映
画
、
舞
台
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
写
真
に

お
け
る
翻
案
・
翻
訳
ま
で
、
議
論
の
対
象
は
多

岐
に
わ
た
る
。
文
学
翻
訳
を
扱
う
の
は
秋
草
俊

一
郎
氏︵
日
本
大
学
大
学
院
︶、
林
完
枝
氏︵
本

学
元
教
授
︶、
古
村
敏
明
氏︵
神
戸
女
学
院
大

学
︶
で
あ
る
。
秋
草
氏
は
﹃
ナ
ボ
コ
フ　

訳
す

の
は
﹁
私
﹂
―
自
己
翻
訳
が
ひ
ら
く
テ
ク
ス

ト
﹄︵
二
〇
一
一
︶
に
続
く
二
冊
目
の
ナ
ボ
コ

フ
研
究
﹃
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ボ
コ
フ
―
塗
り
か

え
ら
れ
た
自
画
像
﹄︵
二
〇
一
八
︶
を
上
梓
さ

れ
た
ば
か
り
だ
が
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
関
す
る
訳
書
も
多
く
、
エ
ミ

リ
ー
・
ア
プ
タ
ー
﹃
翻
訳
地
帯
﹄︵
二
〇
一
八
︶

の
共
訳
や
マ
シ
ュ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
﹃
翻
訳
―

―
訳
す
こ
と
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
﹄︵
二
〇
一
九
︶

の
単
訳
を
通
じ
て
、
翻
訳
研
究
の
現
在
を
日
本

に
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
の
論
考
で
は
、
日
本

に
お
け
る
ナ
ボ
コ
フ
、
特
に
﹃
ロ
リ
ー
タ
﹄
の

受
容
を
出
版
史
や
翻
訳
史
の
観
点
か
ら
再
考
し

て
い
る
。外
国
文
学
を
翻
訳
し
て
出
版
す
る
際
、

装
丁
・
挿
画
を
誰
が
担
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
シ
リ
ー
ズ
に
作
品
を
取
り
込
む

べ
き
か
、
注
を
つ
け
る
べ
き
か
否
か
︵
つ
け
る
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な
ら
割
注
か
文
末
注
か
︶、
直
訳
か
そ
れ
と
も

意
訳
か
―
こ
う
し
た
問
い
と
と
も
に
、
出
版

社
や
翻
訳
者
た
ち
が
日
本
に
お
け
る
ナ
ボ
コ
フ

の
位
置
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
き
た
か
を
、

具
体
的
な
事
例
の
検
証
を
通
じ
て
鮮
や
か
に
浮

き
彫
り
に
す
る
。

　

林
氏
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
﹁
翻

訳
者
の
使
命
﹂
を
出
発
点
に
作
品
の
﹁
死
後
の

生
﹂
に
思
い
を
は
せ
る
。
作
家
、
翻
訳
者
だ
け

で
は
な
い
、読
者
と
作
品
の
間
に
は
多
く
の﹁
黒

子
﹂︵
注
釈
者
、
校
訂
者
、
保
存
者
、
研
究
者

な
ど
︶
が
介
入
し
、作
品
を
﹁
後
熟
﹂
さ
せ
る
。

世
界
の
諸
言
語
を
往
還
す
る
翻
訳
文
書
の
集
積

と
し
て
の
聖
書
、
時
間
的
懸
隔
を
橋
渡
す
﹃
源

氏
物
語
﹄
の
現
代
語
訳
、
複
製
技
術
の
産
物
と

し
て
の
﹃
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
﹄
と
そ
れ
を
翻
案

す
る
ボ
ル
ヘ
ス
の
試
み
―
林
氏
の
論
考
は
翻

訳
、
翻
案
を
通
じ
て
作
り
出
さ
れ
る
、
時
空
を

超
え
た
文
学
テ
ク
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

端
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。

　

古
村
氏
は
英
米
詩
の
研
究
者
で
あ
り
、
英
語

で
作
品
を
発
表
す
る
詩
人
で
も
あ
る
。
本
稿
に

お
い
て
古
村
氏
は
、
翻
訳
と
い
う
も
の
を
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
﹁
忠
実
﹂
で

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
で
は
な
く
、
そ
の

効
果
に
お
い
て
評
価
す
る
視
座
を
提
供
す
る
。

翻
訳
と
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
再
生
や
外
国
語
の
馴

致
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
者
の
文
化
・
時
間
・

言
語
の
不
可
侵
性
と
単
独
性
を
維
持
し
た
ま
ま

関
係
を
形
成
す
る
、
そ
の
効
果
に
お
い
て
評
価

さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

そ
れ
は
﹁
エ
ン
パ
シ
ー
﹂
の
形
成
︵
感
情
移
入
︶

の
プ
ロ
セ
ス
と
も
関
係
す
る
、
と
古
村
氏
は
指

摘
す
る
。
重
要
な
の
は
直
感
的
か
つ
十
全
な
同

一
化
な
ど
で
は
な
く
、
翻
訳
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ

れ
ぞ
れ
の
独
立
性
、
い
わ
ば
翻
訳
不
可
能
性
の

認
識
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
は
じ

め
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
﹃
イ
ミ
テ
ー

シ
ョ
ン
﹄
に
お
け
る
﹁
翻
訳
行
為
﹂
と
そ
の
底

流
に
あ
る
倫
理
的
次
元
を
評
価
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
だ
。

　

映
画
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
う

の
は
、
高
美
哿
氏︵
法
政
大
学
︶、
Ｊ
Ａ
日
下
氏

︵
本
学
︶、
宮
本
裕
子
氏︵
本
学
言
語
文
化
研
究

所
︶、
井
上
博
之
氏︵
和
洋
女
子
大
学
︶で
あ
る
。

高
氏
は
著
書
にJapanese C

inem
a and O

therness

︵2010

︶
を
持
つ
映
画
研
究
者
だ
が
、
本
論
考

で
は
市
川
準
監
督
の
映
画
﹃
ト
ニ
ー
滝
谷
﹄
を

扱
う
。
文
字
メ
デ
ィ
ア
か
ら
多
重
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
映
画
へ
の
翻
訳
の
際
に
ど
の
よ
う
な
対

話
的
関
係
が
生
ま
れ
る
の
か
を
検
証
し
、
本
映

画
が
村
上
春
樹
特
有
の
文
体
を
も
取
り
込
ん
だ

﹁
映
画
的
翻
訳
﹂
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
村

上
春
樹
の
文
体
に
は
特
徴
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
た
と
え
ば
登
場
人
物
の
時
代
と
の
距
離
感

が
セ
ピ
ア
色
の
写
真
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
や
周
囲

を
排
除
す
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
る
ほ
か
、曖
昧
な
三
人
称
の
語
り
は
ボ
イ
ス
・

オ
ー
バ
ー
や
客
観
シ
ョ
ッ
ト
の
使
用
に
よ
っ
て

映
画
テ
ク
ス
ト
に
取
り
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、

小
説
の
比
喩
の
﹁
視
覚
的
効
果
﹂
は
音
響
効
果

と
い
う
映
画
的
﹁
等
価
物
﹂
に
よ
っ
て
再
現
さ

れ
る
。
文
学
と
映
画
の
対
話
が
弁
証
法
的
に
響

き
合
う
映
画
、
そ
れ
が
﹃
ト
ニ
ー
滝
谷
﹄
な
の

で
あ
る
。

　

日
下
氏
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
や
十
九

世
紀
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
専
門
に
し
て
い
る
が
、

本
論
考
で
扱
う
の
は
映
画
﹃
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
﹄

で
あ
る
。
日
下
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
映
画
は
、
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昨
今
の
イ
ギ
リ
ス
情
勢
を
批
判
し
て
移
民
と
の

共
存
の
未
来
を
志
向
す
る
作
品
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
﹁
現
在
を
過
去
と
の
連
続
性
で
認
識
す

る
﹂
作
品
で
あ
る
。
日
下
氏
が
原
作
と
の
比
較

を
通
じ
て
あ
ぶ
り
出
す
の
は
、
過
去
の
イ
ギ
リ

ス
の
移
民
政
策
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
失
わ
れ
た
家
族
の
紐
帯
の
回
復
と

い
う
テ
ー
マ
や
植
民
地
主
義
批
判
が
、
地
下
水

道
や
固
定
電
話
、
博
物
館
の
剥
製
と
い
っ
た
過

去
を
連
想
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
と
と
も
に
展
開
す

る
と
い
う
こ
と
だ
。
映
画
は
、
過
去
の
固
定
化

の
欲
望
を
は
ら
み
、
過
去
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
策

を
美
化
す
る
。
そ
の
と
き
映
画
は
単
純
な
﹁
植

民
地
主
義
批
判
﹂
や
﹁
多
文
化
主
義
擁
護
﹂
で

は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ

な
い
側
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

宮
本
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
初
期
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
論
考
で

は
今
敏
に
よ
る
﹃
パ
プ
リ
カ
﹄
が
筒
井
康
隆
の

小
説
の
女
性
主
人
公
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
た

の
か
を
論
じ
て
い
る
。
小
説
版
主
人
公
の
両
義

的
な
性
質
は
映
画
に
お
い
て
二
人
の
人
物
と
し

て
分
裂
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

化
を
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。し
か
し
、

小
説
に
お
い
て
主
人
公
が
最
終
的
に
﹁
夢
﹂
の

世
界
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
パ
プ
リ
カ

を
放
棄
し
て
結
婚
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
回
収
さ
れ
て

し
ま
う
の
に
対
し
、
映
画
版
で
は
両
者
は
分
裂

し
た
ま
ま
共
存
す
る
。
映
画
は
小
説
が
持
っ
て

い
た
女
性
像
の
複
雑
性
を
担
保
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
宮
本
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

井
上
氏
は
ア
メ
リ
カ
現
代
小
説
、
特
に
西
部

表
象
を
扱
う
研
究
者
だ
が
、
本
論
考
で
扱
う
の

は
、
ポ
ー
ル
・
ト
マ
ス
・
ア
ン
ダ
ス
ン
の
﹃
イ

ン
ヒ
ア
レ
ン
ト
・
ヴ
ァ
イ
ス
﹄︵
ト
マ
ス
・
ピ

ン
チ
ョ
ン
﹃
Ｌ
Ａ
ヴ
ァ
イ
ス
﹄
原
作
︶
で
あ
る
。

西
へ
向
か
う
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
終
着
点

と
し
て
の
Ｌ
Ａ
は
、
そ
こ
か
ら
先
に
は
ど
こ
に

も
行
け
な
い
と
い
う
閉
塞
感
と
と
も
に
、
悪
夢

の
地
と
し
て
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
に
表
象
さ

れ
て
き
た
。
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
ダ
ソ
ン

の
映
画
が
描
く
都
市
は
、
閉
塞
性
、
局
地
性
、

断
片
性
、
匿
名
性
に
お
い
て
ノ
ワ
ー
ル
的
世
界

観
を
共
有
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
都
市
空
間
の
中
心
に
挟
ま
れ
た
現
実
の

過
去
の
Ｌ
Ａ
の
指
標
―
﹁
そ
う
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
﹂
過
去
―
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
都

市
の
時
空
間
に
差
し
込
む
一
縷
の
希
望
と
し
て

見
出
さ
れ
る
。

　

小
説
・
戯
曲
か
ら
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
へ
の
ア
ダ

プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
う
の
は
高
村
峰
生
氏
︵
関

西
学
院
大
学
︶
と
本
多
ま
り
え
氏
︵
本
学
︶
で

あ
る
。
高
村
氏
は
著
書
に
﹃
触
れ
る
こ
と
の

モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
―
ロ
レ
ン
ス
、
ス
テ
ィ
ー
グ

リ
ッ
ツ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
﹄

︵
二
〇
一
七
︶
を
持
ち
、
幅
広
く
活
躍
す
る
ア

メ
リ
カ
文
学
研
究
者
だ
が
、
本
稿
で
は
、
ビ
デ

オ
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
通
じ
て
最
近
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
二
つ
の

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
―
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア

ト
ウ
ッ
ド
の
﹃
侍
女
の
物
語
﹄、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
の﹃
高
い
城
の
男
﹄
―
を
扱
う
。

高
村
氏
が
注
意
を
喚
起
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
二

作
品
で
権
力
を
逃
れ
る
抵
抗
の
基
盤
と
し
て
宗

教
的
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。﹁
ポ

ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
﹂
時
代
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ

ン
プ
政
権
下
に
お
い
て
、
抵
抗
す
る
側
に
﹁
失

わ
れ
た
も
の
の
回
復
﹂︵
宗
教
へ
の
回
帰
︶
と

い
う
現
象
が
共
起
す
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
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権
力
と
宗
教
の
根
底
に
は
ど
ち
ら
も
﹁
原
理
主

義
的
﹂
思
考
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
両
者
は

単
に
対
立
す
る
と
い
う
よ
り
も
同
根
的
で
あ
り

親
和
的
で
さ
え
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
初
期
近
代
演
劇
を
専
門
と
す
る
本

多
氏
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
製
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
﹃
夏

の
夜
の
夢
﹄︵
二
〇
一
六
︶
を
出
発
点
に
、シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
が
ど
の
よ
う
に
大
衆
文
化
に
取
り

込
ま
れ
て
き
た
か
を
検
証
す
る
。
本
多
氏
に
よ

れ
ば
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
版
の
ド
ラ
マ
が
現
在
の
社
会
的

要
求
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
し
てLG

BTQ

へ

の
目
配
せ
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
一
方
、
Ｓ
Ｆ

ド
ラ
マ
な
ど
の
大
衆
文
化
も
ま
た
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
か
ら
影
響
を
受
け
て
お
り
、
双
方
は
イ
ン

タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
に
あ
る
。
こ
う

し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
大
衆
化
は
、
作
品
に

忠
実
で
な
い
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
上
演
に
は
役
者
の
ア

ド
リ
ブ
な
ど
が
多
く
、
最
初
か
ら
﹁
オ
ー
セ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
上
演
﹂
は
存
在
し
な
い
。
彼
自
身

が
大
衆
向
け
に
劇
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
大
衆
化
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
く
原
点
回
帰
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

舞
台︵
オ
ペ
ラ
︶に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
扱
う
の
は
辻
河
典
子
氏
︵
近
畿
大
学
︶
と

吉
田
真
氏
︵
本
学
︶
で
あ
る
。
辻
河
氏
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
現
代
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
だ
が
、

今
回
の
論
文
で
は
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
﹃
国
王
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
﹄
の
初
演
︵
一
九
八
四
年
︶

と
﹁
三
十
周
年
記
念
版
﹂
の
違
い
を
検
証
す

る
。
本
オ
ペ
ラ
は
、
大
国
と
対
立
し
な
が
ら
も

そ
れ
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
国
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
政
治
状
況
の
ジ
レ
ン
マ
を
描
い
て
お

り
、
初
演
以
来
し
ば
し
ば
一
九
五
六
年
体
制
の

隠
喩
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
共

産
主
義
体
制
の
放
棄
と
ソ
連
軍
撤
退
と
い
う
体

制
転
換
後
、
そ
う
し
た
解
釈
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
を
失
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
の
﹁
三
十

周
年
記
念
版
﹂
に
見
ら
れ
る
新
た
な
演
出
は
、

同
じ
物
語
を
、
む
し
ろ
体
制
転
換
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
状
況
と
し
て
提
示
す
る
意
図
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
辻
河
氏
は
論
じ
て
い
る
。

　

吉
田
真
氏
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
中
心
に
ド
イ
ツ

文
学
と
表
象
文
化
を
専
門
に
し
て
い
る
。
今
回

の
論
考
で
は
、
必
ず
し
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た

と
は
言
え
な
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
﹃
尺
に
は

尺
を
﹄
を
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
﹃
恋
愛
禁
制
﹄
で
オ

ペ
ラ
化
し
た
背
景
や
そ
の
改
変
を
取
り
上
げ

る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
翻
案
は
単
な
る
ス
ト
ー

リ
ー
の
簡
略
化
で
は
な
く
、﹁
尺
に
は
尺
を
﹂

と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
全
面
的
に
否
定
さ
え
す
る

も
の
で
、﹁
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
風
の
偽
善
﹂
に
対

す
る
批
判
と
い
う
ワ
ー
グ
ナ
ー
独
自
の
展
開
を

見
せ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

写
真
を
扱
う
の
は
古
屋
耕
平
氏
︵
神
奈
川
大

学
︶
と
貞
廣
真
紀
︵
本
学
︶
で
あ
る
。
古
屋
氏

は
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
文
学
の
研
究
者
で
、
業

績
に
は
︿
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
﹀
時
代

の
作
家
と
翻
訳
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン

の
エ
ッ
セ
イ
﹁
主
に
戦
事
に
つ
い
て
﹂
と
戦
争

写
真
の
関
係
を
論
じ
る
。
南
北
戦
争
は
視
覚
メ

デ
ィ
ア
、
と
り
わ
け
写
真
の
急
速
な
発
展
を
後

押
し
し
た
が
、
そ
れ
は
真
実
を
写
す
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
﹁
新
た
な
事
実
を
生
み
出
す
﹂
媒
体

で
あ
り
、
出
来
事
に
対
す
る
人
々
の
認
識
を
変

化
さ
せ
た
。
古
屋
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー

ソ
ー
ン
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
﹁
戦
争
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
の
側
面
が
あ
り
、
写
真
に
媒
介
さ
れ
た
戦
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争
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
現
象
の
一
端

を
担
う
の
だ
が
、
同
時
に
、
そ
の
流
行
を
批
判

的
に
考
察
し
て
も
い
る
の
だ
。

　

拙
論
は
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

の
南
北
戦
争
写
真
と
最
近
の
リ
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
試
み
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
近

年
の
南
北
戦
争
跡
地
写
真
は
単
に
跡
地
を
撮
影

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、﹁
事
後
性
﹂
を
最
大

の
特
徴
と
す
る
南
北
戦
争
写
真
に
も
と
も
と
内

在
し
た
再
撮
影
行
為
を
反
復
す
る
行
為
で
あ

る
。
本
論
は
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
に
よ
る
再
撮
影
行

為
の
中
で
消
去
さ
れ
た
も
の
と
、
逆
に
消
去
さ

れ
な
か
っ
た
も
の
の
意
味
を
考
察
し
、
そ
れ
が

現
代
の
写
真
家
に
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た

の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
奇
し
く
も
、
古
屋
氏

の
論
考
と
拙
論
は
同
じ
南
北
戦
争
写
真
を
扱
っ

て
お
り
、
両
者
の
議
論
に
は
強
い
関
連
が
あ
る

が
、
両
者
の
力
点
が
異
な
る
の
は
コ
ロ
デ
ィ
オ

ン
・
プ
ロ
セ
ス
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
だ
ろ

う
。
古
屋
氏
が
そ
れ
を
複
製
技
術
と
捉
え
て
い

る
の
に
対
し
、
貞
廣
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ハ
ー

フ
ト
ー
ン
技
術
以
前
の
、
未
だ
写
真
が
物
質
性

を
維
持
し
て
い
た
﹁
過
渡
期
の
﹂
写
真
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
三
本
の
論
文
が
扱
う
作
品

や
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た
る
の
だ
が
、
特
集

を
通
読
し
て
感
じ
る
の
は
、
そ
の
多
様
性
だ
け

で
な
く
︵
あ
る
い
は
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
︶

論
文
同
士
の
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
関

係
か
も
し
れ
な
い
。
作
品
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、こ
れ
ら
の
論
考
が
﹁
死
後
の
生
﹂
を
持
ち
、

別
の
誰
か
︵
あ
る
い
は
何
か
︶
と
対
話
的
関
係

を
生
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
表
紙
に
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ

ス
ン
の
依
頼
を
受
け
て
ジ
ュ
リ
ア
・
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
撮
影
し
た
写
真
﹁
ラ

ン
ス
ロ
ッ
ト
と
グ
ィ
ネ
ヴ
ィ
ア
の
別
れ
﹂︵
一

八
七
四
︶︵
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
︶

を
使
用
し
た
。

︵
貞
廣
真
紀
︶


